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1． は じ め に

　植物染料 は 、 古代 か ら数千年使用されて きたが 、 合成染料の 出現 と共 に、ほ とん ど使われ な

くなっ た。

　しか し、近年に な っ て植物染料 は、本来の 持つ 色合 い の 美 しさ、渋 さ、柔か み など合成染料

で は得が た い もの が ある の で 、 工 芸染色にお け る
一

つ の染 法として使用 され つ つ ある 。

　 また 、植物染料は 、一般的 に 堅 ろ う性 に劣 る た め 、合成染料 の 染法などを参考 に した種 々 の

研 究が な され て い る 。

　染料 は本来煮出 し抽 出する もの で ある が 、その 手間を省 くた め、液体染料 として市販 され る

よ うに な っ て きた 。

　そ こ で 筆者 らは 、
ゲ レ ッ プ 、 ロ グウ ッ ド、蘇枋の 3 種類の 染料、酢酸ア ル ミ ニ ウ ム

、 酢酸 ク

ロ ム 、 木酢酸鉄 の 3種類の 媒染剤 を選 び 、 煮 出し抽出 した染料 と市販 液体染料 の 染色性及 び堅

ろ う度 を比較検討 した の で報告する。

2． 実験 方 法

　 1） 試験布及びその 調整

　本実験 に使用 した布 は、第 1表 に示す ような細番手 の 綿ブ ロ ー ドで ある。試験布は染色の 前

処理 として 布の 重量に対 して 1 ％の 糊抜 き剤 （ノ イゲ ン SS、ネオプ ライマ ーゼ 〉を用 い て、浴

比 1 ：30、温 度80℃ で、20分 間浸漬後 、水洗 、脱水 して 自然乾燥 した 。
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第 1 表　試験布の 性質

糸 密 度 （本 ／cm ） 測　　　色　　　値　 性 　質

試験布
組　　 織

緯 経
厚さ（mm ）

L a b

綿ブ ロ ー
ド 平　　 織 58 32 0．216 88．6 0 8．90

2） 染料及び媒染剤の 種類

（染 料）

　L 　ゲ レ ッ プ…
煮出し抽出染料

……A

　　 ゲ レ ッ プ…
市販液体染料

……… B

　　学名　Chlorophora　tinctoria　C ，5H 、。07

HO
　 　

　 　

　 　 OH 　　 O

　 　 　 Quercetin

H

　 　 　 　 　 　 　 　 OH

鯨 翁 一

〇H 　 　 O

　 　 　 　 　 　 Morin

2． ロ グ ウ ッ ド…煮出 し抽出染料……A

　　 ロ グ ウ ッ ド…市販 液体染料………B

　学名　Haematoxylon　capmpchianum 　L．　C16H ，205

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 HO 　 　　　　 　　　 　　　　 　　　　 　HO
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 HO
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 0H 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 CH2
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 OH 0
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3． 蘇
1
枋………煮出 し抽出染料……A

蘇　枋………市販液体染料……… B

学名　Caesalpinia　Sappan　L．　C
，6H 、 205

　 　 　 H

《兀二為
幽H

Brasilin

　 　 　 　 　 　 HH

°

（牒 y

＿ L ゑ
Brasilein

（媒　染　剤）

1， 酢酸ア ル ミニ ウ ム 　AIO （CH ，
COO ）s

2． 酢酸 ク ロ ム 　Cr （CH3COO ）3

3， 木酢 酸鉄　Fe （CH3COO ＞2
・4H20

　 3） 染　色　法

　 ○ ゲ レ ツ プ　 A 法

　乾燥樹皮 （ゲ レ ッ プ ）200gに水 2000ccを加 え 、 強火 で 270ccにな る まで 煮詰め る。その 後 晒

木綿で ろ過する 。 抽 出した染料 中で浴比 1 ：30とし40℃か ら染色を始め、90℃ まで の 問で 30分

間染色する 。 後、放置放冷 し、水 洗 し媒染を行 っ た 。

　媒染は 、 1．酢 酸ア ル ミニ ウ ム 、2．酢酸 ク ロ ム 、3．木酢酸鉄 の それ ぞれの 三 つ の 浴で 、浴比

1 ：40で 行 っ た ． 媒染浴 は、酢酸 5cc／尼 を含 む もの で あ る。

恩恩『圜・關
　 ○ ゲ レ ツ プ 　B 法

　液体染料 をA 法 と同濃度にする た め 5 倍希薄 し 、 色素 の 溶解を良 くするた め ア ニ ノ ー
ル S を

10cc／e を加 え、浴比 1 ：40で 染色 を行 う。
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染色法及 び媒染法は A 法 と同 じで ある。

　 ○ ロ グウ ッ ド　 A 法

　 ロ グウ ッ ドエ キ ス 100gを1500ccの水中に 入 れ、強火で 煮 出し、360ccに なるまで煮詰め る。後、

布で ろ過する 。 抽出した染料中 （浴比 1 ：40＞で 10分間染色 し、 水洗 した後、次の ような順序

で 染色及び媒染 を行 う。

亂咽 恩恩恩阻爵恩恩［｝ 圜
　 0 ロ グウ ッ ド　B 法

　液体染料をA 法 と同濃度 にするため 5倍 に希薄 し、染色法及び 媒染法は、 ロ グウ ッ ドA 法 と

同 じに行 っ た。

　 ○ 蘇　枋　 A 法

　蘇枋 の 輪切 り200gに水 1500ccを加 え、360ccに なるまで 強火 で煮詰め 、 後 、 布で ろ過 する 。 抽

出 した染液で 、浴比 1 ：40で、40℃か ら90℃ ま で の 温度で 染色 を行 い 、水洗、媒染 を次の よう

に した 。

靂圜匪恩匳圍恩匿冊圖恩圜
　 ○ 蘇 　枋　 B 法

　液体染料 をA 法 と同濃度 にする た め 7 倍 に希薄 し、染色法及び 媒染法は 蘇枋 A 法 と同 じに行

っ た 。

　4） 各種堅 ろ う度試験法

　4）−1　洗濯堅 ろ う度試験法

　JIS−L−0844に準 じ、　 L−12型 ラウ ン ダ ・
オ

・メー
タ
ー （大栄科学精器製作所製） を使用 した。

染色布 を 5 × 10cmに裁 断 し、第一添付 白布 （木綿） と第 2添付自布 （レ
ー

ヨ ン ）を用 い て複合

試験片 を作成 した。試験の 種類 は、A −1 法に 基づ い て 試験液に入 れ て 処 理 し 、 水洗 して乾燥 し

た後 、 試験 片 の 変退 色と添付 白布 の 汚染 の 程 度を、 それ ぞれ．の グ レ
ー

ス ケ
ー

ル と比較 して 、 そ 「
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の 堅ろ う度を判定 した。

　4）−2 摩擦堅ろ う度試験

　JIS−L −0849に準 じ、学振型摩擦試験 機 II形 （大栄科学精器製作所製）を使用 し、乾燥状態及

び湿潤 状 態に お け る堅 ろ う度試験 を行 っ た 。 試 験 片 は 、22× 3   とし、摩擦 用 白綿布は 5 × 5

cm とした。汚染 の 判定は 、 汚染用 グ レ
ー

ス ケ
ー

ル で行 っ た。

　4）−3　汗堅ろ う度試験

　JIS−L−0848に準 じ、お もり加圧方式の 汗試験機 （大栄科学精器製作所製）を使用 し、試験片

に は、添付 白布 （木綿） を縫 い 合 わせ 、複合試験片 とした 。 A 法 に基づ い て人工 汗液 （酸性及

アル カ リ性）で処理 し、取 り出 して 乾燥後、試験片の 変退色 と添付 白布 の 汚染 の 程度 を、それ

ぞれ の グ レ
ー

ス ケ
ー

ル で判定 を行 っ た。

　人 工 汗液の 調整

　　酸性人 工 汗液 （11 ）

　　　L一ヒ ス チジ ン 塩酸塩 　　　 0．5g

　　　塩化ナ トリウ ム　　　　　　 5g

　　　リン 酸一
ナ トリウ ム 　　　　2．2g

　　　水酸化ナ ト リウ ム （N ／10）　　 15m尼

　　　上記 の 薬品を蒸留水に溶か し、pH 　5．5 に調整す る。

ア ル カ U性人 工 汗液 （ll ）

　L 一
ヒ ス チ ジ ン 塩酸塩 　　　 0．5g

　塩化ナ トリウ ム 　　　　　　　5g

　 リ
’
ン 酸ニ ナ トリウ ム 　　　　　5g

　水酸化ナ トリウ ム （N ／10）　 2Sme

　上記の 薬品を蒸留水 に溶か し、pH 　8．0に 調整す る。

　4）−4　耐光堅ろ う度試験

　JIS−L −0841に準 じ 、 紫外線 ロ ン グ ライ フ フ ェ
ー

ドメ
ー

タ
ー FAL −5型 （ス ガ試験機株式会社製）

を使用 した 。 試験片 をプ ル ース ケ ール と共に 、第 1露光法に 基づ い て 、20時間露光 を行 っ た 。

試験片の 変退色 とブ ル
ー

ス ケ
ー

ル の 変退色 と を比較 して、グ レ
ー

ス ケ
ー

ル で 判 定 した 。
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　 　 　 　 　 媒染剤

染料名

ゲ レ ツ プ

　 （市販液体染料）

（煮出し抽出）

ロ グウ ツ ド

　 （市販 液体 染料）

（煮出 し抽出）

蘇 枋

　 （市敗 液体染料）

（煮出 し抽 出）

　 　 表 3

酢酸 ア ル ミニ ウ ム

植 物 染 料 の 発 色

酢 酸 ク ロ ム

驪 攤

韆驪攤
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3． 実 　験 結　果

1） 染色結果

表 3　 JIS−Z −8721に よる色の 三 属性表示

　 　 　 　 　染料名

媒　　
種

　類
染

剤

ゲ 　 レ 　 ツ 　 プ ロ 　グ ウ　ツ　 ド 蘇　　　　　 枋

煮出 し抽出 市販液体 煮出 し抽 出 市販 液体 煮出し抽出 市販液体

酢酸アル ミニ ウム 2．5Y 　 6／82 ．5Y 　 6／65P2 ／35P2 ／22 ．5R 　 4／62 。5R　 3／6

酢 酸 ク ロ ム 2．5Y 　 7／65Y6 ／8N 　 3 N 　 3．52 ．5R 　 4／42 ．5R 　 4／3

木　 酢　 酸 　鉄 5Y4 ／47 ．5Y　 4／4N 　 1．510P 　 3／12 ．5R 　 2／25R5 ／1

　2） 各種 堅 ろ う度結果

　 3種の 染材の 各種堅 ろう度 を表 4 −− 7 に、さ らに各染材 の 媒染剤別 の 堅 ろ う度を図 1 − 6 に

示 す。

　　　　　　　　　　　　　 表 4　 洗濯 堅 ろ う度試験結果

ゲ 　 　レ 　 ツ 　 　プ ロ 　グ　ウ 　ッ 　 ド
　 　 　 染 料 名

　 　 種

媒

変
退

色 墾・

　　　　汚
染

染　　　　　　 別

剤

煮出 し抽出 市販 液体 煮出 し抽出 市販 液体 煮出 し抽 出 市販 液体

汚　染 汚　染 汚　染 汚　染 汚　染 汚　染

変

退

色
添付白布

変

退
色

添付白布

変

退

色
添付白布

変
退

色

添付白布
変

退

色
添付白布

変
退

色

添付白布

12 12 12 12 12 12

酢酸 ア ル ミニ ウ ム 2−34 −54 −52 −34 −54 −53 −44 −54 −544 −54 −514 −54 −514 −54 −5

酢 酸 ク　ロ ム 3−44 −54 −534 −54 −54 −54 −54 −54 −54 −54 −53 −454 −52 −34 −54 −5

木　 酢　 酸 　鉄 34 −54 −52 −34 −54 −54 −54 −54 −544 −54 −524 −5524 −55

※ 第 1 添付 白布……木綿

　第 2添付 白布
……

レ
ー

ヨ ン
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表 5　 摩擦堅ろう度 試験結果

染 料 名
ゲ 　 レ 　 ツ 　 プ　 　 辱

ロ 　グ ウ　ツ 　 ド 蘇 　　　　　　枋

　 　 　 種

　 　 乾 　　類

籍
゜
湿
布

煮 出し抽出 市販液体 煮出し抽 出 市販液体 煮出し抽出 市販液体

乾 湿 乾 湿 乾 湿 乾 湿 乾 湿 乾 湿

酢酸ア ル ミニ ウ ム 4−53 −44333 −42 −3432 −32 −31 −2

酢 酸 ク　ロ ム 4−54 −54 −534 −544 −534 −544 −52 −3

木　酢　酸　鉄 4432 −33 −434 −524 −524 −52

表 6　 汗 堅 ろ う度試験結果

ゲ 　 　レ　 　 ツ 　 　プ ロ 　 グ　 ウ　 ツ 　 ド 蘇　　　　　　 枋　 　 染料名

　　
種
　類

媒
退
色．鬣

染　　　汚

剤　　　　　u

煮 出 し抽 出 市 販 液 体 煮 出 し 抽出 市 販 液 体 煮 出 し 抽 出 市 販 液 体

酸 　性 アルカリ性 酸 　性 アルカリ性 酸　性 アルが牲 酸 　性 アル か1性 酸 　性 アル カリ性 酸 　性 アルカリ性

変 汚 変 汚 変 汚 変 汚 変 汚 変 汚 変 汚 変 汚 変 汚 変 汚 変 汚 変 汚

酢酸アルミニ ウム 2−33 −43 −43 −44 −53 −44 −53 −433 −43 −45343 −44 −533233 −42 −33 −43

酢 酸 ク ロ ム 3−44 −54444 −53 −4444 −53 −44 −53 −44 −53 −44 −53 −442 −33−43 −4433 −4

木 酢 酸 鉄 ．2
−3323342 −33−44−544 −54 −53 −4434 −533 −432 −32 −3433 −4

表 7　 耐光堅ろ う度試験結果

ゲ 　　レ 　　ツ 　 プ ロ 　グ　ウ　 ッ 　 ド 蘇　　　　　　枋　 　 　 　 染料名

鐇導
煮出し抽出 市販液体 煮出 し抽出 市販液体 煮出し抽出 市販液体

510205102051020510205102051020

酢酸ア ル ミニ ウ ム 5533 −43 −443 −42 −324323 −431 −23 −431 −2

酢 酸 ク ロ ム 55443 −4443 −434 −542 −33 −432 −33 −432 −3

木　酢　酸　鉄 54 −54 −54 −54 −54 −554 −54 −54 −542 −34 −543 −43 −43 −42
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吉村 鮒 和田 ：植繍 に 関す る研 究 （

『
’報）

　　　　　　　図一 1　 ゲ レ ッ プ（煮出 し抽 出）媒染翔別堅ろ う度

　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　　　　　　…
カ v　，its）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　。。、変

記　　号 媒　　 染　 　 剤

一一●一
酢酸ア ル ミニ ウム

一一一一一一
〇
…一一・

酢酸 ク ロ ム

一一一
△
一一一

木酢酸鉄

図一 2　ゲ レ ッ プ（市販液体）媒染剤別堅ろ う度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 汗 ・変退色 （酸性）

　　　　　　　

　　　　　 摩
　 　 　 　 　 　 　

洗濯 （汚染）

洗濯（変退色）　

　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 − 11 一

）

ル カ リ性 ）

光

記　　号 媒　 　 染　　 剤

一 ●一
酢酸ア ル ミニ ウ ム

・一一・一〇…一一一
酢酸 ク ロ ム

一一一
△
一一一

木酢酸鉄
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　　　　　　図一 3　 ロ グウ ッ ド（煮 出 し抽出）媒染剤別堅 ろ う度

　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　 汗・変退色 （酸性）

　　　　　　　　　
　 　 　 　 　 　 　 　 　

　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
　　　 　　　　　　

　　　　　　　洗濯

5　 △ 　43 210 01

ル カ リ性）

　 2　 　 　 3　 　 　 4　 　 　 5

記　　号 媒 　　 染　　 剤

一 ●
一

酢酸ア ル ミニ ウ ム

…・一一〇 一一一一．一
酢酸 ク ロ ム

一一一
△
一一一

木酢酸鉄

図一 4

　　　　　　

　　　　　　
　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　

　　 洗濯（汚
　 　 　 　 　 　

ロ グ ウ ッ ド（市販液体）媒染剤別 堅 ろ う度

　　　　　　　　　　　　　　 汗 ・変退色（酸 性）

洗濯颶

『

カ
1丿性）

記　 　号 媒　　 染　　 剤

一 ●一 酢酸ア ル ミニ ウ ム

一．．一一一〇 一 ・・
酢酸 ク ロ ム

一一一
△
一一一

木酢酸鉄

睾媒

二霞物轍

ムロク酸雅

鉄酸酢仁

12

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Shukugawa Gakuin College

NII-Electronic Library Service

Shukugawa 　 Gakuin 　 College

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉村
・
松村

・
和田 ：植物染料 に 関する研究 （第 1報）

　　　　　　　図
一 5　 蘇枋（煮出 し抽出）媒染剤別堅ろ う度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 汗・変退色 （酸性）

殿 一
　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　
　　　 　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　 洗濯 （変退色）　　　 　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　 5 4321D 　 o12 345

記　　号 媒　　 染　　 剤

一
●
一

酢酸アル ミニ ウ ム

……
○
……

酢酸 ク ロ ム

一・一△一一一 木酢酸鉄

図一 6　蘇枋 （市販 液体）媒染剤別 堅 ろ う度

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 汗・変退色 （酸性）

　　　　　

　　　　　

　 　 　 　 　

　 　　　　

　　洗濯

　　　　　
　 　 　 　 　

　　　　　
　　　　　

　洗濯 （変

5432 0110

霊’媒

二匠力酸酢

ムロク酸酢

鉄酸酢木

13

ル カ リ性）

　
2
．　　

3
　　

4
　　

5

記　　号 媒　　 染　　 剤

●
一

酢酸 ア ル ミニ ウ ム

一一一一一一
〇
一一一一一．

酢酸 クロ ム

一一一
△
一一一 木酢酸鉄

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Shukugawa Gakuin College

NII-Electronic Library Service

Shukugawa 　 Gakuln 　 College

4． 考　 　察

　 1） 染色 に つ い て

　木綿を植物染料で染色する場合 、 木綿の 成分 は グ ル コ ース が結合 した セ ル ロ ーズ で あ り、分

子 中にイオ ン 化する部分 を持 た ない の で、染料が浸透 しに くい 傾向 にある と思われ る 。 木綿浸

染法は、基本的に次 の 6方法 に分 けられ る 。

　（1） 染色 → 媒染 の 繰 り返 し

　  　豆 汁、牛乳等の タン パ ク質 → 染色 → 媒染

　（3） カチオ ン 化 → 染色 → 媒染

　（4＞ ロ ー ト油 → 媒染 → 染色

　  　タ ン ニ ン 酸 →媒染 → 染色

　  　媒染 → 固着 → 染色

　今回は、（1）の 方法で染色 を行 っ た 。 その 結果 それぞれ、均染性 ・色相 ・濃度 ・堅ろ う度など

に違 い が現 われ た 。 以下染材別 に示す 。

　　 i）ゲ レ ツ プ 染色

　煮出 し抽 出（A 法） と市販液体 （B 法）を比較す る と、表 2 で も分 か る様に B 法 の 方が 、 媒染

効果 が よ く現 わ れ、鮮明 に染色され、A 法の 方は、彩度の 低 い 渋 い 色に染色されて い る。

　　 ii） ロ グウ ツ ド染色

　煮 出 し抽 出（A 法）の 方が、鮮明色に染色されて い る 。 市販液体 （B 法）の 酢酸ア ル ミニ ウ ム

媒染 をした もの は、十分 に染着 して い な い
。 木酢酸鉄媒染 をした もの で は、A 法の 方が 、染着

に優 れ濃色 に染色 され て い る。

　　iii）蘇 枋染色

　煮 出 し抽 出（A 法）の 方が 、鮮明色 で、とて も美 しい 色 に染色 され て い る。特 に、木酢酸鉄媒

染 をした もの は 、 A 法の 方が 十分 な媒染効果が現われ て い る 。

　 2）　堅ろ う度 に つ い て

　　 i）ゲ レ ツ プ 染色

　洗濯堅 ろ う度 は、A 法、　 B 法 とも大 きな差は認め られな い が、変退色、汚染 とも 2 − 3級か

ら、 3 − 4級 で ある の で、用途 に よ っ て は、染色法を考 え なけれ ば な らな い 。

　摩擦堅 ろ う度 に つ い て は 、乾燥法で は 、 A 法、　 B 法 と も大 きな差は 認 め られ な い が 、木酢酸

鉄媒染 に つ い て は 、 B 法の 方が 、 堅 ろ う度は弱 い
。 湿潤法につ い て は 、 各媒染剤 ともA 法の 方

が堅 ろ うで ある。
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　汗堅 ろ う度は、変退色で は 、酸性汗、ア ル カ リ性汗 とも媒染剤の 種類に よ っ て、バ ラツ キが

見られ るが 、 A 法、
　 B 法の 差は特に見られ な い 。汚染 に つ い て も、酸性、ア ル カ リ性 とも大き

な差 は認 め られない 。

　耐光堅 ろ う度に つ い て は、 B 法の 方が少 し堅 ろ う度が優 れ て い る。

　　ii） ロ グウ ッ ド染色

　洗濯堅ろ う度 は、A 法、　 B 法 とも変退色、汚染は 3 − 4 級 か ら 4 − 5級で あるの で、洗濯堅

ろ う度は 優れ て い る 。

　摩擦堅 ろ う度に つ い て は 、 乾燥 、 湿潤法 とも、A 法、　 B 法 とも大 きな差は見 られ．な い が A 法

の 方が、少 し堅 ろ う度 は高 い
。

　汗堅 ろ う度は 、 変退色で は 、 酸性 、 ア ル カ リ性 と もA 法が 優れて い る が 、汚染に つ い て は 、

A 法 、 B 法 と も差は認め られない 。

　耐光堅 ろ う度に つ い ては、 A 法の 方が 、堅 ろう度は高い 。

　　iii）蘇枋染色

　洗濯堅 ろ う度は、変退色で は、A 法 、
　B 法 とも 1級か ら 3 − 4級 と大変 弱 い が、汚染の 方 は、

A 法、 B 法 とも 4 − 5 級か ら 5級 と大変高い の が わか る。こ れは、洗濯 に よる色落 ちは大で あ

るが、汚染は して い な い こ とに なる 。 こ の ようなこ とか ら、蘇枋は、木綿へ の 染着が 難 しい こ

とがわ か る。

　摩擦堅 ろ う度 に つ い て は、A 法 の 方が 多少堅 ろ う度 は高 い が 、木酢 酸鉄媒染 に つ い て は、　 A

法、B 法 と も堅 ろ う度は低 い こ とが わか る 。

　汗堅 ろ う度は、A 法、　 B 法 とも変退色、汚染 の 両方 に堅 ろ う度が低 く現 われ て い る。

　耐光堅 ろ う度に つ い て は、媒染剤に よ っ て 多少異な っ て い る が 、全般的に は 堅 ろ う度は低 い

こ とが い え る。

5． む　す　び

1） 染色性 につ い て
、 煮 出 し抽 出染料 と市販 液体染料 とを比較 してみ る と、染着に関 して はほ

　とん ど差 は認め られ な い が 、 色調が 異な っ て い た 。 媒染剤 に よっ て 多少の 差は ある が 、煮 出

　し抽出染料 の 方が 、植物染料独 特の 渋 さが 出て い る。

2） 堅 ろ う度に つ い て は 、媒染剤に よる差は あるが 、特 に 蘇枋染色の 堅 ろ う度が著 しく低 く、

　検討する必要が ある 。 しか し、淡色染には適する と思われ る 。

3） 染材別 に堅 ろ う度を示す と、ゲ レ ッ プ、 ロ グウ ッ ド、蘇枋の 順で ある 。

4） 植物染料の 木綿染色は 、特 に 染着力に 劣 る こ とが わ か る。
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